AStudy of Self-Responsibility under Financial Big Bang by Fujita, Yasukazu
金融ビッグバンにおける自己責任論の批判的検討
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お わ り に


























































ついてJ(1993,11.8)にある。         下
この中間報告は,新自由主義の競争原理による市場経済重視という基本原理に立って,その妨げ
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ず,現在では金融機関の自己責任よりも消費者の自己責任の方が声高に叫ばれている実態がある。
それは,何故なのか。この点を,つぎに金融ビッグバンとの関係で明らかにしておこう。

















































70勾F 75年 80台岳 85名F 90年 95令F
預 貯 金 61.8 64.1 63.9 57.7 53.8 55,7
生命保険・信託等 19.7 18.3 19.8 23.5 29.1 32.4
間 接 金 融 計 81.5 82.4 83.7 81.2 82.9 88。1





? ■5 2.9 4.2 2.7
株 式 11.6 9.8 7.3 8,4 9.0 6.9




70年 75年 80年 85年 90有F 95令F
預 貯 金 28,1 3α4 33.5 30,0 24.2 16.1
年 金 13.2 18.4 21.0 27.0 30。3 30.9
生命保険 。信託等 15,3 14.7 12.2 10.4 10.4 9,9
間 接 金 融 計 56.6 69.5 66.7 67.4 64.9 56。9
債 券 11.3 10。9 10,2 11.4 13.0 10。7
投 信 2.1 ■5 2.4 5。1 7.2 9.3
株 式 30.0 18。1 20,7 16.1 14。9 23.1
直 接 金 融 計 43.4 30.5 33.3 32.6 35.1 43.1















































































































































































































































日  本                     米











































































































































鳥取大学教育地域科学部紀要 地域研究 第 1巻 第 1号 (1999)
表4 金融機関別不祥事件発生状況
(と)本表は、不祥事件が判明 し、 その金額がおおよそ確定 した段階での当局への報告 に基








種 類 別 業種別
89   1F90    名F 91 年 92    ¬F

































































































? l,587 84 7,844 81 8,505
浮 貸



















































































































































LSI(大規模集積回路,Large Scale lntegration),マイクロ・ コンピューターなどの先端技術産業
への転換である。企業は新たな産業分野開拓のための金融支援を金融機関に求める一方で,企業は
自らの高蓄積と80年代の金融の自由化 。国際化によって調達した過剰資本の運用先を確保するため ,
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(出所)築   「全国銀行艤 表分析」。
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